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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、前週末
比で小幅に下落となりました。週を通じて目立っ
た材料もなく、欧米株式市場や外国為替市場の動
向を受けて一進一退の展開となりました。週末は、
前日の米株式市場において、ハイテク株が売られ
たことから日本の半導体関連銘柄を中心に下落し
ました。（週末引け値：20,033.43円）

 週間では、日経平均株価は0.49％の下落、東証株
価指数は0.03％の上昇でした。

（1）日本の株式・債券市場
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週間市場レポート
（2017年6月26日～6月30日）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比
で小幅に上昇となりました（価格は低下）。週初は
日銀の国債買い入れオペや財務省の2年債入札が良
好な結果であったことから買われました（利回りは
低下）。29日（木）は、市場参加者の様子見ムード
が強まったことから、およそ2か月ぶりに取引不成
立となったものの、週末は前日比で利回り上昇とな
りました。（週末引け値：0.086％）

 週間では、0.029％の上昇となりました。

（審査確認番号H29-TB144）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、前週末比で小
幅に下落となりました。週初は、前週から引き続き
横ばいでスタートしたものの、週を通じて目立った
材料もなく、週央まで一進一退の展開となりました。
翌週に米独立記念日を控え相場が閑散となる中、米
原油リグ稼動数の減少を受けてエネルギーセクター
を中心に買いが入り、週末は前日比で上昇となりま
した。（週末引け値：21,349.63ドル）

 週間ではNYダウは0.21％の下落となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場

市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、前週比で小幅に円安/米ド
ル高となりました。イタリアの金融不安の後退を背
景とした欧州株高や、米欧債券市場の上昇を受け、
円を売って米ドルを買う動きが優勢となり、週初か
ら29日（木）まで5営業日続落しました。週末は、
前日の米株式相場の大幅下落を受けた日本株安を受
けて、円買い・米ドル売りが優勢となりました。
（週末引け値：112円35銭～45銭）

 週間では米ドル/円は1.00％の円安、ユーロ/円は
3.13％の円安となりました。

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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